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鹿児島県から得られたミヤケテグリ Neosynchiropus moyeri（ネズッポ科：
コウワンテグリ属）および標本に基づく鹿児島県のネズッポ科魚類相
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　はじめに

ネ ズ ッ ポ 科（Callionymidae） は 世 界 で 20 属

183 種，日本国内からは 14 属 34 有効種および 1

未記載種が知られている（Nakabo, 1982；中坊，

2000；Fricke, 2002；Motomura and Mukai, 2006：

岡 村，2009）． こ の う ち， コ ウ ワ ン テ グ リ 属

（Neosynchiropus） は， ヤ マ ド リ Neosynchiropus 

ijimai (Jordan and Thompson, 1914)，セソコテグリ

N. morrisoni (Schultz, 1960)， ミ ヤ ケ テ グ リ N. 

moyeri (Zaiser and Fricke, 1985)，コウワンテグリ N. 

ocellatus (Pallas, 1770) の 4 有効種，およびアカオ

ビコテグリ Neosynchiropus sp. の 1 未記載種が日

本から知られている（中坊，2000；岡村，2009）．

Neosynchiropus moyeri は Zaiser and Fricke (1985)

により，伊豆諸島三宅島から採集された 24 標本

（標準体長 22.0–60.8 mm）に基づいて Synchiropus 

moyeri として記載され，同時に標準和名ミヤケテ

グリが提唱された．日本国内において，本種はこ

れまでに伊豆諸島，高知県柏島，沖縄諸島，およ

び八重山諸島から報告されている（Zaiser and 

Fricke, 1985；平田ほか，1996；中坊，2000；岡村，

2009）．

2009 年 10 月 4 日に鹿児島県南さつま市坊津町

丸木浜から，ミヤケテグリと同定される 1 個体が

採集された．これまで鹿児島県から本種は記録さ

れていないため，鹿児島県から得られたミヤケテ

グリを記載し報告する．また，鹿児島大学総合研

究博物館（KAUM）に所蔵されている鹿児島県

産のネズッポ科魚類標本をあわせて報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測方法は Nakabo (1982) に従っ

た．標準体長は体長と表記した．計測はデジタル

ノギスを用いて 0.1 mm まで行い，計測値は体長

に対する百分率で示した．胸鰭条数は左体側のも

のを計数した．脊椎骨数は軟 X 線写真を用いて

計数した．本報告で用いた学名は中坊（2000）に

従った．ミヤケテグリの体色の記載は，KAUM–I. 

22535 の生鮮時のカラー写真に基づいて行い，色

彩の名称は財団法人日本色彩研究所（2007）に従っ

た．

　結果と考察

Neosynchiropus moyeri (Zaiser and Fricke, 1985)

ミヤケテグリ（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 22535，雄，体長 42.3 mm，鹿

児 島 県 南 さ つ ま 市 坊 津 町 丸 木 浜（31°17′05″N, 

130°12′36″E），水深 0.5 m，2009 年 10 月 4 日，タ

モ網，岩坪洸樹．

記載　背鰭条数は IV-8；臀鰭条数は 7；胸鰭条

数は 23；腹鰭条数は I, 5；尾鰭条数は i + 7 + ii；

脊椎骨数は 6 + 12 = 18．体各部測定値の体長に対

する割合（%）：背鰭起部での体幅 20.1%；背鰭

起 部 で の 体 高 19.1%； 尾 柄 高 9.2%； 背 鰭 前 長

25.5%；尾鰭長 35.2%；頭長 29.3%；眼径 6.6%；

吻長 9.9%；上顎長 9.9%；両眼間隔幅 8.3%；背鰭
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第 1 棘長 35.0%；背鰭第 2 棘長 45.2%；背鰭第 3 棘

長 48.9%；背鰭第 4 棘長 38.1%；背鰭第 1 軟条長

17.7%；背鰭最終軟条長 22.5%；臀鰭第 1 軟条長

9.0%；臀鰭最終軟条長 19.4%；胸鰭長 24.6%；腹

鰭長 19.4%；前鰓蓋骨棘長 9.2%；肛門小突起長 2.1%．

体は細長く縦扁し，無鱗で粘液質におおわれ

る．尾柄は細長く，後方に向かってより細くなる．

眼は体背面に位置する．吻は突出し，吻端は尖る．

口は小さく，主上顎骨後端は眼の中央を超えない．

前鰓蓋骨に強い 1 棘がある．鰓孔は丸く，背鰭起

Fig. 1. Preserved male specimen of Neosynchiropus moyeri from Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 22535, 42.3 mm SL).

Fig. 2. Fresh male specimen of Neosynchiropus ocellatus from Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 17467, 61.7 mm SL).
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部の下方に位置する．側線は体背側寄りを走る．

背鰭は 2 基ある．雄の背鰭棘はすべて糸状に伸長

する．第 2 背鰭のすべての軟条および第 1 軟条を

除く臀鰭軟条は，先端が 2 分岐する．

色彩　体背面から体側面にかけて紅色の大理

石模様で，体腹面は白．雄の第 1 背鰭は帯状模様

で，眼鏡状模様を含む上部の帯状模様はオリーブ

色，下部の帯状模様は明るい赤，上部下部ともに

帯状模様の縁は白であり，帯状模様の間はこい緑

みの黄．第 2 背鰭の地色は黄みの白で，不規則な

紅色斜帯がある．臀鰭は灰みの白．胸鰭は透明で

オレンジ色帯が 2 本ある．腹鰭は暗いグレイ．尾

鰭の地色は白で紅色の斑点が散在する．

ホルマリン固定後は，紅色，オリーブ色，明

るい赤，および暗いグレイは明るいグレイ，こい

緑みの黄は黄みの白となる．胸鰭のオレンジ色帯

は消失し透明となる．

分布　本種は，日本国外ではインドネシア

（Kuiter and Tonozuka, 2004；本研究：備考参照），

パラオ，オーストラリア（Fricke, 2002），国内で

は伊豆諸島三宅島（Zaiser and Fricke, 1985；平田

ほか，1996；中坊，2000），高知県柏島（平田ほか，

1996；中坊，2000），鹿児島県南さつま市（本研究），

沖縄諸島（中坊，2000），および八重山諸島西表

島（岡村，2009）に生息することが確認されてい

る．

備考　本標本は，尾鰭中央部の軟条の先端が

分岐すること，前鰓蓋棘の後端が鉤状ではないこ

と，下唇上縁に肉質突起がないこと，体側下部に

皮褶がないこと，鰓蓋部は皮弁状でないこと，腹

鰭には遊離軟条がないこと，第 2 背鰭軟条の先端

は 2 分岐であること，臀鰭軟条（第 1 軟条を除く）

の先端が分岐すること，雄の第 1 背鰭の第 2 鰭膜

に 2 個の眼状模様が連続して眼鏡状となった斑紋

があること，および生鮮時の体色が紅色の大理石

模様であることなどによりミヤケテグリと同定さ

れた（Zaiser and Fricke, 1985；中坊，2000）．また， 

N. ocellatus として報告されていた Randall（2005: 

509, 下 2 図，インドネシア）は，雄の第 1 背鰭の

第 2 鰭膜に 2 個の眼状模様が連続して眼鏡状と

なった斑紋があることと，生鮮時の体色が紅色の

大理石模様であることから，本研究によってミヤ

ケテグリと同定された．

本種の鹿児島県での採集記録は，これまでの

分布の空白域を埋めるものであり，本種が南日本

の太平洋沿岸から沖縄にかけて広く分布すること

を示唆する．

ミヤケテグリとコウワンテグリは，雄の第 1

背鰭の模様が異なる．ミヤケテグリは眼状模様が

2–3 個（通常 2 個）あり，連続し眼鏡状となる（Zaiser 

and Fricke, 1985； 中 坊，2000；Table 1）． 一 方，

コウワンテグリは眼状模様が 2–6 個（通常 4 個）

である（Kamohara, 1957；Zaiser and Fricke, 1985；

中坊，2000；Table 1）．さらに，ミヤケテグリの

第 1 背鰭上の帯状模様は，すべて背鰭棘に対し垂

直であるが（Fig. 1），コウワンテグリの帯状模様

は，眼状模様より上部では背鰭棘に対し平行であ

る（下部では背鰭棘に対し垂直となる；Fig. 2）．

ミヤケテグリは通常，藻類被度の高い転石地

に生息しており（Zaiser and Fricke, 1985），本報告

での採集場所も同様の環境であった．

　鹿児島県のネズッポ科魚類相

鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に所蔵

されている，鹿児島県で採集されたネズッポ科魚

類 7 属 12 種（1 未同定種を含む）を以下に示す．

Bathycallionymus kaianus (Günther, 1880)

トンガリヌメリ（Fig. 3）

標本　KAUM–I. 1245，体長 88.3 mm，東シナ

海（30°47′07″–59′07″N, 127°25′03″–27′06″E），水深

123 m，2006 年 11 月 4 日，底曳網，鹿児島大学

附属練習船かごしま丸．

記載　背鰭条数は IV-9；臀鰭条数は 9；胸鰭条

数は ii + 18；腹鰭条数は I, 5；尾鰭条数は i + 3 + 

2 3 4 5
N. moyeri (n = 1) 1 — — —
N. ocellatus (n = 4) 1 — 2 1

Table 1. Number of ocelli at first dorsal fin in males of Neosynchi-
ropus moyeri and N. ocellatus, both from Kagoshima Prefec-
ture, Japan.
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ii + 2 + ii．背鰭第 1 棘が伸長する．背鰭第 9 軟条

の前方枝先端が分岐する．尾鰭中央部の軟条が不

分岐である．臀鰭が雄では顕著な斑紋がなく，雌

では外縁がわずかに暗色となる（Nakabo, 1988；

中坊，2000）．

分布　日本国外では，台湾，インドネシア，お

よびニューギニアから報告されている（Shen, 

1984；益田ほか，1988；Fricke, 2002）．国内では，

静岡県，和歌山県，長崎県，および鹿児島県など

の南日本と東シナ海から報告されている（Nakabo, 

1983；益田ほか，1988；中坊，1988, 2000；本研究）．

Calliurichthys japonicus (Houttuyn, 1782)

ヨメゴチ（Fig. 4）

標本　KAUM–I. 785，体長 157.0 mm，雄，鹿

児 島 県 南 大 隅 町 佐 多 の 伊 座 敷 港 北 1 km 沖

（31°05′N, 130°41′E），水深 30–40 m，2006 年 9 月

25 日， 定 置 網， 築 地 新 光 子；KAUM–I. 11892，

体長 73.8 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町片浦崎

ノ山東側（31°25′44″N, 130°11′49″E），水深 27 m，

2008 年 3 月 5 日，定置網，伊東正英；KAUM–I. 

26493，体長 90.0 mm，鹿児島県南さつま市笠沙

町片浦崎ノ山東側，水深 27 m，2010 年 1 月 8 日，

定置網，伊東正英．

記載　背鰭条数は IV-9；臀鰭条数は 8；胸鰭条

数は ii–iii + 17；腹鰭条数は I, 5；尾鰭条数は i + 7 

+ ii．後頭部に 1 対の骨質隆起がある．前鰓蓋骨

棘はまっすぐで，内側に 5–13 の突起があり，鋸

歯状である．雄の背鰭第 1 棘と第 2 棘は糸状に伸

長する．第 1 背鰭の第 3 棘と第 4 棘の間に 1 黒色

斑がある．尾鰭は長く，雄では体長と概ね同長．

分布　日本国外では，インド，韓国，中国，台

湾，ベトナム，タイ，インドネシア，フィリピン，

およびオーストラリアなどのインドから西部太平

洋域に分布する（Nakabo, 1983；Shen, 1984；益

田ほか，1988；Fricke, 2001, 2002）．国内では，和

歌山県，高知県，長崎県，および鹿児島県などの

本州中部以南から報告されている（Kamohara, 

1952a；Nakabo, 1983；益田ほか，1988；平田ほか，

1996；中坊，2000；本研究）．

Dactylopus dactylopus

(Valenciennes in Cuvier and Valenciennes, 1837)

イッポンテグリ（Fig. 5）

標本　KAUM–I. 17780，体長 96.1 mm，鹿児島

県；KAUM–I. 17806，体長 87.0 mm，鹿児島県；

KAUM–I. 17807，体長 52.9 mm，鹿児島県．

記載　背鰭条数は IV-8；臀鰭条数は 7；胸鰭条

数は ii + 17；腹鰭条数は I, 1-4；尾鰭条数は i + 7 

+ ii．臀鰭の最終軟条が先端で分岐する．腹鰭の

棘と第 1 軟条が付着し，他軟条から遊離する．

分布　日本国外では，タイ，台湾，中国，ベ

トナム，マレーシア，シンガポール，インドネシ

ア，フィリピン，パラオ，およびオーストラリア

などの西部太平洋域に分布する（Nakabo, 1983; 

Shen, 1984; Fricke, 2001, 2002）．国内では，琉球

列島から報告がある（Nakabo, 1983；中坊，1988, 

2000）．

備考　本研究で用いたイッポンテグリは，鹿

児島大学水産学部から移管されたものであり，詳

細な採集データが不明である．また，本種の日本

国内での報告は琉球列島からのみであるため，本

標本は鹿児島県本土から得られたものではない可

能性が高い．

Fig. 3. Fresh specimen of Bathycallionymus kaianus from Ka-
goshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 1245, 88.3 mm SL).

Fig. 4. Fresh specimen of Calliurichthys japonicus from Kagoshi-
ma Prefecture, Japan (KAUM–I. 11892, 73.8 mm SL).
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Diplogrammus xenicus (Jordan and Thompson, 1914)

コブヌメリ（Fig. 6）

標本　KAUM–I. 20379，体長 82.0 mm，雄，鹿

児島県熊毛郡屋久島町一湊一湊海岸（30°27′22″N, 

130°29′47″E），水深 1.0–4.0 m，2008 年 10 月 31 日，

タモ網，KAUM 魚類チーム．

記載　背鰭条数は IV-8；臀鰭条数は 7；胸鰭条

数は ii + 15；腹鰭条数は I, 5；尾鰭条数は i + 7 + 

ii．上顎骨の後端にコブ状の突起がある．前鰓蓋

骨棘は長く，後端は内側に強く曲がり，内側に

3–9 本の突起がある．眼下感覚管の先端が分岐す

る．鰓蓋部が皮弁状になる．体側下部に体軸方向

の 1 皮褶がある．雄成魚の臀鰭鰭膜に八の字状の

暗色斑がある．

分布　日本国外では，台湾とオーストラリア

から報告がある（平田ほか，1996；Fricke, 2002）．

国内では，愛知県，静岡県，高知県，鹿児島県，

および沖縄諸島などの南日本太平洋岸から琉球列

島に分布する（Nakabo, 1983；益田ほか，1988；

中坊，1988, 2000；平田ほか，1996；本研究）．

Neosynchiropus moyeri (Zaiser and Fricke, 1985)

ミヤケテグリ（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 22535，雄，体長 42.3 mm，鹿

児 島 県 南 さ つ ま 市 坊 津 町 丸 木 浜（31°17′05″N, 

130°12′36″E），水深 0.5 m，2009 年 10 月 4 日，タ

モ網，岩坪洸樹．

Neosynchiropus ocellatus (Pallas, 1770)

コウワンテグリ（Figs. 2, 7）

標本　KAUM–I. 59，体長 47.1 mm，雄，鹿児

島県奄美市笠利町土浜タイドプール（28°24′34″N, 

129°40′31″E），水深 0.5–1.0 m，2009 年 3 月 27 日，

タモ網，目黒昌利・吉田朋弘；KAUM–I. 5107，

体長 49.2 mm，雌，鹿児島県大島郡奄美大島，

1975 年 6 月 9 日；KAUM–I. 13247， 体 長 56.1 

mm，雌，鹿児島県南さつま市笠沙町黒瀬海岸

（31°22′29″N, 130°10′09″E）， 水 深 5 m，2009 年 8

月 9 日，タモ網，伊東正英；KAUM–I. 17455，体

長 35.5 mm，雌，鹿児島県奄美市笠利町土浜タイ

ドプール（28°24′34″N, 129°40′31″E），水深 0.5–1.0 

m，2009 年 3 月 26 日，タモ網，目黒昌利・吉田

朋弘；KAUM–I. 17467，体長 61.7 mm，雄，デー

タ は KAUM–I. 17455 と 同 じ；KAUM–I. 21503，

体長 66.7 mm，雄，データは KAUM–I. 17455 と

同じ；KAUM–I. 21504，体長 62.4 mm，雄，デー

タ は KAUM–I. 17455 と 同 じ；KAUM–I. 21505，

体長 37.5 mm，雌，データは KAUM–I. 17455 と

同じ；KAUM–I. 21506，体長 47.3 mm，雌，デー

タ は KAUM–I. 17455 と 同 じ；KAUM–I. 21769，

体長 32.6 mm，雌，鹿児島県熊毛郡屋久島町栗生

カマゼノ鼻西側（30°16′03″N, 130°24′48″E），水深

0–4 m，2009 年 7 月 30 日，タモ網，KAUM 魚類チー

ム．

記載　背鰭条数は IV-8；臀鰭条数は 7；胸鰭条

数は ii + 17–18；腹鰭条数は I, 5；尾鰭条数は i + 

7 + ii．臀鰭軟条が第 1 軟条を除き，すべて先端

で分岐する．雄成魚の第 1 背鰭には 2–6 個（通常

4 個）の眼状模様がある．雄の前鰓蓋骨の表面に

1 本の黒褐色帯がある．雌の臀鰭には 4 本の幅広

い褐色斜帯がある．生鮮時，体は茶褐色の大理石

模様で，固定後は濃褐色となる．

分布　日本国外では台湾，ベトナム，インド

ネシア，フィリピン，パラオ，ミクロネシア，マー

シャル諸島，ニューギニア，オーストラリア，

Fig. 5. Preserved specimen of Dactylopus dactylopus from Ka-
goshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 17780, 96.1 mm SL).

Fig. 6. Fresh male specimen of Diplogrammus xenicus from Ka-
goshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 20379, 82.0 mm SL).
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ニューカレドニア，ロイヤルティ諸島，ソロモン

諸島，バヌアツ，フィージー，トンガ，サモア，

マルキーズ諸島，およびピトケアン諸島などのイ

ン ド か ら 西 太 平 洋 域 に 分 布 す る（Kamohara, 

1957；中坊，2000；Fricke, 2002）．国内では，和

歌山県，高知県，鹿児島県，および沖縄諸島など

の 南 日 本 太 平 洋 岸 か ら 琉 球 列 島 に 分 布 す る

（Kamohara, 1952a；Nakabo, 1983；中坊，1988, 2000；

平田ほか，1996；本研究）．

Pseudocalliurichthys variegatus (Temminck and Schlegel, 1845)

イトヒキヌメリ（Fig. 8）

標本　KAUM–I. 1295，体長 125.0 mm，雌，東

シナ海（31°05′02″–56′00″N, 127°28′02″–29′03″E），

水深 123 m，2006 年 11 月 4 日，底曳網，鹿児島

大学附属練習船かごしま丸．

記載　背鰭条数は IV-8；臀鰭条数は 7；胸鰭条

数は i + 17；腹鰭条数は I, 5；尾鰭条数は i + 7 + 

ii．後頭部は微小な骨質突起が多数ある．前鰓蓋

骨棘はまっすぐで，内側に 4–6 本の突起がある．

雄は背鰭第 1 棘と第 2 棘が糸状に伸長する．

分布　日本国外では，台湾から報告されてい

る（Fricke, 2002）．国内では，静岡県，和歌山県，

長崎県，および鹿児島県などの南日本沿岸と東シ

ナ 海 に 分 布 す る（Nakabo, 1983； 中 坊，1988,   

2000；平田ほか，1996；本研究）．

Repomucenus curvicornis

(Valenciennes in Cuvier and Valenciennes, 1837)

ネズミゴチ（Figs. 9–10）

標本　KAUM–I. 90，体長 100.5 mm，雌，鹿児

島 県 南 さ つ ま 市 笠 沙 町 片 浦 崎 ノ 山 東 側

（31°25′44″N, 130°11′49″E），水深 27 m，2006 年 5

月 17 日，定置網，伊東正英；KAUM–I. 3131，体

長 105.9 mm，雌，2006 年 2 月 28 日，採集日以

外 の デ ー タ は KAUM–I. 90 と 同 じ；KAUM–I. 

5905，体長 100.4 mm，雄，鹿児島県鹿児島市七ッ

島（31°29′00″N, 130°31′00″E），水深 7 m，2007 年

7 月 28 日，釣り，原口百合子；KAUM–I. 9382，

体長 103.9 mm，雄，鹿児島県指宿市知林ヶ島沖

（31°16′38″N, 130°40′18″E），水深 25 m，2008 年 4

月 23 日，定置網，折田水産；KAUM–I. 9898，体

長 85.9 mm，雌，2008 年 5 月 14 日，採集日以外

の デ ー タ は KAUM–I. 9382 と 同 じ；KAUM–I. 

9899，体長 92.7 mm，雌，2008 年 5 月 14 日，採

集 日 以 外 の デ ー タ は KAUM–I. 9382 と 同 じ；

KAUM–I. 9900，体長 94.0 mm，雄，2008 年 5 月

14 日，採集日以外のデータは KAUM–I. 9382 と

同 じ；KAUM–I. 9901， 体 長 97.9 mm， 雄，2008

年 5 月 14 日，採集日以外のデータは KAUM–I. 

9382 と 同 じ；KAUM–I. 10221， 体 長 115.8 mm，

2008 年 6 月 4 日， 採 集 日 以 外 の デ ー タ は

KAUM–I. 9382 と 同 じ；KAUM–I. 10359， 体 長

98.7 mm，雌，2008 年 6 月 18 日，採集日以外のデー

タは KAUM–I. 9382 と同じ；KAUM–I.10592，体

長 62.7 mm，雌，2008 年 3 月 8 日，採集日以外

の デ ー タ は KAUM–I. 90 と 同 じ；KAUM–I. 

14746，体長 100.5 mm，雌，鹿児島県指宿市知林ヶ

島 沖（31°16′38″N, 130°40′18″E）， 水 深 25 m，

2009 年 3 月 4 日，定置網，目黒利昌・山下真弘；

KAUM–I. 17642，体長 97.5 mm，雌，2009 年 3 月

25 日，採集日以外のデータは KAUM–I. 14746 と

同じ；KAUM–I. 20995，体長 83.8 mm，雌，鹿児

島県鹿児島市浜町稲荷川河口南側（31°36′07″N, 

130°34′12″E），水深 0.5 m，2009 年 5 月 9 日，投網，

KAUM 魚類チーム；KAUM–I. 20996，体長 73.1 

mm，雌，採集日以外のデータは KAUM–I. 20995

Fig. 7. Fresh female specimen of Neosynchiropus ocellatus from 
Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 17455, 35.5 mm SL).

Fig. 8. Fresh female specimen of Pseudocalliurichthys variegatus 
from Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 1295, 125.0 mm 
SL).
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と同じ；KAUM–I. 20997，体長 71.3 mm，雌，採

集日以外のデータは KAUM–I. 20995 と同じ．

記載　背鰭条数は IV-9；臀鰭条数は 9；胸鰭条

数は i + 17–19；腹鰭条数は I, 5；尾鰭条数は i + 7

＋ ii．前鰓蓋骨棘は強大で，後端が内側に曲がり，

内側の突起数は 2–4 本である．眼下感覚管には外

側に向かう分岐がある．第 1 背鰭は雄では縁辺が

黒色，雌では白く縁取られた黒色斑がある．

分布　日本国外では韓国，中国，台湾，およ

びフィリピンから報告されている（Nakabo, 1983; 

Fricke, 2002）．国内では，鳥取県，高知県，長崎県，

宮崎県，および鹿児島県などの函館以南の各地の

沿岸と東シナ海に分布する（Nakabo, 1983；中坊，

1988, 2000；尼岡ほか，1995；平田ほか，1996；

本研究）．

Repomucenus cf. curvicornis

（Fig. 11）

　標本　KAUM–I. 26353，体長 149.9 mm，鹿児

島県薩摩川内市上甑町瀬上海鼠池（31°51′42″N, 

129°52′33″E）， 水 深 0.5–1 m，2008 年 6 月 30 日，

タモ網，米沢俊彦．

　記載　背鰭条数は IV-9；臀鰭条数は 8；胸鰭条

数は i + 18；腹鰭条数は I, 5；尾鰭条数は i + 7 + 

ii．前鰓蓋骨棘は強大で，後端が内側に強く曲が

る．また，内側の突起数は 2 本で，後方の突起が

前方の突起より大きい．尾柄部背面に左右の体側

の側線を結ぶ連結枝がある．第 2 背鰭の先端は最

終軟条のみ分岐する．第 2 背鰭には黒色点が 2 列

並び，さまざまな大きさや形をした白色斑がある．

臀鰭は白色．

　備考　松沼ほか（2010）は本標本を Repomuce-

nus cf. curvicornis として報告した．本標本は R. 

curvicornis によく似るが，前鰓蓋骨棘の後端が内

側に強く曲がること（R. curvicornis では弱く曲が

る），第 2 背鰭の白色斑の大きさや形が変異に富

むこと（vs. 白色斑は円形）などで異なる．今後，

鹿児島県薩摩川内市上甑町瀬上海鼠池からのさら

なる標本採集調査が必要である．

Repomucenus huguenini (Bleeker, 1858–1859)

ヤリヌメリ（Figs. 12–13）

標本　KAUM–I. 786，体長 113.8 mm，雌，鹿

児島県大隅町佐多の伊座敷港北 1 km 沖（31°05′N, 

130°41′E），水深 30–40 m，2006 年 9 月 25 日，定

置 網， 築 地 新 光 子；KAUM–I. 787， 体 長 112.6 

mm， 雄， デ ー タ は KAUM–I. 786 と 同 じ；

KAUM–I. 1008，体長 71.1 mm，雄，鹿児島県南

さ つ ま 市 笠 沙 町 片 浦 崎 ノ 山 東 側（31°25′44″N, 

130°11′49″E），水深 27 m，2006 年 1 月 26 日，定

置 網， 伊 東 正 英；KAUM–I. 3373， 体 長 109.0 

mm，雄，鹿児島県高山町，2006 年 5 月 25 日，

定 置 網， 中 畑 勝 見；KAUM–I. 9383， 体 長 92.2 

mm， 雄， 鹿 児 島 県 指 宿 市 知 林 ヶ 島 沖

（31°16′38″N, 130°40′18″E），水深 25 m，2008 年 4

月 23 日，定置網，折田水産；KAUM–I. 10924，

体長 126.5 mm，雌，鹿児島県日置市東市来町江

口漁港（31°36′–38′N, 130°16′–17′E），水深 20–40 m，

2008 年 6 月 20 日，底曳網，目黒利昌・荻原豪太；

KAUM–I. 10925，体長 141.7 mm，雌，データは

KAUM–I. 10924 と 同 じ；KAUM–I. 10812， 体 長

146.7 mm，雄，データは KAUM–I. 10924 と同じ；

Fig. 9. Fresh male specimen of Repomucenus curvicornis from 
Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 9382, 103.9 mm SL).

Fig. 10. Fresh female specimen of Repomucenus curvicornis from 
Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 3131, 105.9 mm SL).

Fig. 11. Preserved specimen of Repomucenus cf. curvicornis, Ka-
goshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 26353, 149.9 mm SL).
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KAUM–I. 10817，体長 146.6 mm，雄，データは

KAUM–I. 10924 と 同 じ；KAUM–I. 10821， 体 長

151.0 mm，雄，データは KAUM–I. 10924 と同じ；

KAUM–I. 10854，体長 128.8 mm，雌，データは

KAUM–I. 10924 と同じ．

記載　背鰭条数は IV-9；臀鰭条数は 9；胸鰭条

数は i + 17–18；腹鰭条数は I, 5；尾鰭条数は i + 7 

+ ii．前鰓蓋骨棘はまっすぐで，内側が鋸歯状で

ある．眼下感覚管は，内側に向かう短い分岐をも

つのみで，先端は分岐しない．第 1 背鰭の第 1–3

棘が伸長する．第 2 背鰭に多数の小黒色斑がある．

臀鰭下縁は黒色．

分布　日本国外では，韓国，中国，台湾，ベ

トナム，およびタイから報告されている（Fricke, 

2002）．国内では，鳥取県，高知県，長崎県，お

よび鹿児島県などの函館以南の各地の沿岸と東シ

ナ 海 に 分 布 す る（Nakabo, 1983； 中 坊，1988, 

2000；尼岡ほか，1995；平田ほか，1996；本研究）．

Repomucenus valenciennei (Temminck and Schlegel, 1845)

ハタタテヌメリ（Figs. 14–15）

標本　KAUM–I. 595，体長 70.4 mm，雄，鹿児

島 県 鹿 児 島 湾 竜 ヶ 水 沖（31°37′69–88″N, 

130°37′23–52″E）， 水 深 128.5–130.9 m，2006 年 9

月 11 日，底曳網，鹿児島大学附属練習船南星丸；

KAUM–I. 596， 体 長 52.4 mm， 雌， デ ー タ は

KAUM–I. 595 と同じ；KAUM–I. 4495，体長 68.3 

mm，雌，鹿児島県，KAUM 魚類チーム，鹿児島

魚類市場拾得物．

記載　背鰭条数は IV-9；臀鰭条数は 9；胸鰭条

数は i + 16；腹鰭条数は I，5；尾鰭条数は i + 7 + 

ii．前鰓蓋骨棘は短く，後端が内側に曲がり，突

起数は内側が 2–4 本，外側が 1 本である．眼下感

覚管には内側に向かう短い分岐と，外側に向かう

3 本の分岐がある．雄の第 1 背鰭棘と尾鰭軟条は

糸状に伸長する．尾鰭に多数の小黒色斑が散在す

る．

分布　日本国外では，朝鮮半島，中国，およ

び台湾から報告されている（中坊，1988, 2000；

尼岡ほか，1995；Fricke, 2002）．国内では，福井県，

神奈川県，京都府，長崎県，および鹿児島県など

の石狩湾以南の各地の沿岸に分布する（中坊，

1988, 2000；尼岡ほか，1995；本研究）．

Repomucenus virgis (Jordan and Fowler, 1903)

ホロヌメリ（Fig. 16）

標本　KAUM–I. 22584，体長 60.5 mm，東シナ

海（30°52′–56′N, 127°24′–30′E），水深 123–124 m，

2009 年 11 月 7 日，底曳網，鹿児島大学附属練習

船かごしま丸．

記載　背鰭条数は IV-9；臀鰭条数は 9；胸鰭条

数は i + 18；腹鰭条数は I, 5；尾鰭条数は i + 7 + 

ii．前鰓蓋骨棘は短く，後端は内側に曲がり，2–4

本の突起がある．雄成魚の第 1 背鰭は著しく大き

く，すべての棘が糸状に伸長する．

Fig. 14. Fresh male specimen of Repomucenus valenciennei from 
Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 595, 70.4 mm SL).

Fig. 15. Fresh female specimen of Repomucenus valenciennei 
from Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 596, 52.4 mm 
SL).

Fig. 12. Fresh male specimen of Repomucenus huguenini from 
Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 9383, 92.2 mm SL).

Fig. 13. Fresh female specimen of Repomucenus huguenini from 
Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 786, 113.8 mm SL).
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分布　日本国外では中国と台湾から報告され

ている（Fricke, 2002）．国内では，若狭湾から長崎，

小 名 浜 か ら 高 知 県， 東 シ ナ 海 に 分 布 す る

（Kamohara, 1952b；Nakabo, 1983； 中 坊，1988, 

2000；本研究）．
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